
公表日：令和　5年　2月　11日

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

十分な広さはあるが、運動療育時、内容
によっては少し狭いと感じることがある。

①はい　53％
②どちらともいえない　16％
③いいえ　5％
④わからない　26％

安全に療育や生活ができるよう、療育室の
棲み分けを図ります。

2 職員の適切な配置 人員基準を順守し、配置している。

①はい　90％
②どちらともいえない 5％
③いいえ　0％
④わからない 5％

状況に応じた体制を構築し、安全な運営を
心掛けます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障害
の特性に応じた設備整備

バリアフリーを施し、状況に応じた動線を
つくり、スタッフの介助も必要に応じ同行
している。

①はい　90％
②どちらともいえない 5％
③いいえ　0％
④わからない 5％

現状を維持していきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

空気清浄機の設置を行い、清掃・消毒は
毎日実施し清潔な環境を維持している。
また児童にも手洗い・消毒を徹底してい
る。

①はい　85％
②どちらともいえない 10％
③いいえ　5％
④わからない 0％

コロナ感染拡大により、事業所閉鎖があっ
たので、体制を見直し、感染症対策に更なる
配慮を行います。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

児童の特性を共有するため、ケ－ス会議
を週一回行い、役割・業務内容の明確化
に取り組んでいる。

スタッフの異動が生じた場合も、会議の経緯
情報の蓄積を伝え、共に取り組んでいきま
す。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

未実施 今後、検討していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

外部講師による研修、スタッフのスキルに
応じた実践トレーニングを行っている。

更なる資質向上に努めます。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画の作成

保護者とは個別面談や意見交換を繰り返
し、児童の様子からもニーズを吸収し、個
別支援計画に反映している。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

保護者・児童にさらに寄り添い、こまめな意
見交換を繰り返していきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所名：プリメーラ放課後等デイサービス
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集
団活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

個々の特性に応じた個別・集団療育を計
画し、プログラム作りを検討・実施してい
る。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

保護者・児童にさらに寄り添い、満足度が上
がるように取り組んでいきます。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な
項目の設定及び具体的な支援内容の記
載

児童の発達領域を示し、個々にモニタリン
グ記録を残し、その上で必要な支援のあ
り方を支援計画に具体的に記載してい
る。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

更なる資質向上に努めます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

個別支援計画に対し、職員間で環境構成
や助言など具体的な方法を検討し、日々
の支援を実施している。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

適切な支援かどうか、適宜振り返りを行い
見直しを進めていきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
職員間でその都度支援内容を考え、活動
プログラムを策定している。

主観的かつ自己満足的な支援に陥らないよ
うに留意していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

平日と休日は異なる日課を設定し、マン
ネリ化やストレスに留意し、長期休暇中で
はメリハリのある生活を過ごせるよう、配
慮している。

現状を維持していきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

療育のメインはサッカーだが、様々なメ
ニューを考案し、児童の興味・関心・意欲
を引き出すことに努めている。

①はい　85％
②どちらともいえない　10％
③いいえ　0％
④わからない　5％

現状を維持し、魅力ある療育内容の構築に
努めます。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

日々のブリーフィングで確認を行い、実施
している。

現状を維持していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

当日に実施できない場合は、SNSでの情
報共有および翌日のブリーフィング時に
共有している。

現状を維持していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

記録の確認と情報の共有を複数人で行
い、正確さの確立を目指している。また記
録が誰にでも分かるようにし、支援の検
証が出来るよう工夫している。

現状を維持していきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

利用開始から１か月以内に当初計画を作
成し、適宜個々にモニタリングを行い、
6ヶ月ごとに個別支援計画の見直しを
行っている。

現状を維持し、ガイドラインに沿った運営に
努めます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサービ
ス担当者会議へり参画

要請があれば必ず参加し、児童の様子
等々を伝えその都度助言を仰いでいる。

現状を維持していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

対象者なし
現状を維持し、ガイドラインに沿った運営に
努めます。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

対象者なし
現状を維持し、ガイドラインに沿った運営に
努めます。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚
園、小学校、特別支援学校（小学部）等と
の間での支援内容等の十分な情報共有

保護者を通して情報収集を行っている。
必要に応じて、学校などへ直接訪問し、連
携相談を行っている。

現状を維持していきます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行
支援のため、学校を卒業後、障害福祉
サービス事業所等に対するそれまでの支
援内容等についての十分な情報提供

現在のところ、該当者なし。 現状を維持していきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

専門機関からの助言を求める機会として
連携をとり、研修にも複数の職員を参加
させている。

現状を維持していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児
童館との交流など、障害のない子どもと
活動する機会の提供

地域の子ども食堂に参加し、レクプログラ
ムを実施しながら交流している。学校生
活のように共生の場として捉え、前向き
に参画している。

①はい　21％
②どちらともいえない　26％
③いいえ　0％
④わからない　53％

現状を維持していきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

「親セミナー」開催時には、町内会を通じ
て地域の方々にも参加を募った。

引き続き、自治会役員の方々との交流や意
見交換を進めていきます。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

利用契約の段階で支援内容、利用者負担
を説明し、保護者からの問合せにもその
都度対応している。

①はい　100％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　0％

更に丁寧に分かりやすく説明するように努
力します。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧
な説明

見学時、療育を体験して頂き、解説を加え
ながらサービス内容を説明している。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

今後もガイドラインに沿った運営に努めま
す。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

保護者会と併せて、「親セミナー」を実施
した。情報交換・学びの場として開催して
いる。

①はい　74％
②どちらともいえない　16％
③いいえ　0％
④わからない　10％

保護者ニーズ踏まえ、更に参加しやすい形
態や日程を工夫していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

送迎時の口頭でのやりとり、日々の連絡
帳、メールにおいて、日常の情報を共有す
ると共に発達特性の共通理解を深めてい
る。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　5％
④わからない　0％

現状を維持し、主観的かつ自己満足的な伝
達に陥らないように留意していきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

要望があれば相談の時間を作り、悩みご
とを共有し、助言を行っている。こちらか
ら相談に誘う場合もある。

①はい　90％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　5％
④わからない　5％

常に受容・共感的意識で臨み、より適切な助
言ができるよう研鑽に努めます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

３～4か月に1回のペースで保護者会を実
施。保護者同士の繋がりが出来つつある。

①はい　19％
②どちらともいえない　19％
③いいえ　24％
④わからない　38％

保護者ニーズ踏まえ、更に参加しやすい形
態や日程を工夫していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情担当者を明示し、迅速な対
応を心掛けている。当日の解決が難しい
場合は、その理由を保護者に説明してい
る。

①はい　76％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　5％
④わからない　19％

迅速かつ丁寧な対応に努め、処理後にはス
タッフ全体で経緯分析・共有をしていきま
す。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮

意思疎通が難しい児童や保護者の該当は
無いが、必要に応じてサインボードや
SNSのツールを活用する。

①はい　95％
②どちらともいえない　5％
③いいえ　0％
④わからない　0％

現状を維持し、常に意識するよう努めます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

都度印刷物やメール配信をしている。

①はい　90％
②どちらともいえない　5％
③いいえ　0％
④わからない　5％

現状を維持し、更に保護者に周知を図って
いきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
個人情報が書かれているものは鍵付き
ロッ カーで保管している。

①はい　95％
②どちらともいえない　0％
③いいえ　0％
④わからない　5％

現状を維持し、スタッフ間でもその重要性を
常に意識するよう努めます。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

マニュアル策定し、職員と保護者の周知徹
底を行っている。

①はい　76％
②どちらともいえない　10％
③いいえ　0％
④わからない　14％

更なる周知徹底を行っていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的な避
難、救出その他必要な訓練の実施

年間2回の訓練を行っている。

①はい　48％
②どちらともいえない　10％
③いいえ　0％
④わからない　42％

現状を維持し、保護者には会報やHPにて訓
練実施を伝えていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

その都度、事業所内外での研修に参加・
実施し、虐待防止の意識向上を図ってい
る。

現状を維持していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

現在の所は行動障害の該当者がいない為
が、必要な場面を想定して丁寧な説明を
心がけたい。

現状を維持していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

保護者より事前にアレルギーの有無を確
認し、 配慮を行っている。

今後も同様に配慮していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

ヒヤリハットや事故が起こった場合は、そ
の日にスタッフ間で話し合い、再発防止に
向け、周知徹底している。

現状を維持していきます。
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